
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】窓ガラス越しのけいこ風景 第１２回目 

～道場１（南側外から窓ガラス越しに）～夕方５時３０分頃になると

武道館には防具や稽古着を持った子供たちが続々と集まってきます。特に金

曜日の道場１は、北見市柔道協会合同練習が行われているため、網走市や置

戸町・女満別町など近隣市町村からも子供たちが集まってきます。室内は熱

気で窓ガラスを曇らせるほどです。９月に入ると各地で柔道大会が開催される為か、集まる人数も多い

ように思います。網戸付窓ガラスを開け、道場内を風通しよくして快適に稽古をしていました。 

北海道代表として「2015和歌山国体」に出場することが決まりました！ 

乾千奈美さん(北見地区消防組合消防署職員)が、 北海道代表として選抜され、「２０１

５和歌山国体」に出場が決まりました。乾さんは北見市の出身で、小学生のころから北

見練心会で柔道を始め、旭川南高校柔道部、帝京大学柔道部に入部、柔道で大変活躍し

ました。平成２５年に地元にもどり北見市消防署に勤務し、現在女性消防隊員としても

嘱望されています。国体出場は今回が初めてで、「北海道の代表選手に選ばれてとても

嬉しい。和歌山国体では、北海道代表として自分の柔道をしっかり出し切って、一回で

も多く勝てるように頑張ります。」と抱負を述べてくれました。2015和歌山国体の柔道

競技は１０月３日に和歌山県立体育館で行われるとのことでした。 

第２０回オホーツク中学校柔道新人大会が開催されました！ 

９月２０日(日) 北見市武道館で 第２０回オホーツク中学校柔道新人大会兼第２

２回横井旗争奪北海道柔道団体優勝大会予選大会が行われました。団体戦は、【男

子】置戸町立置戸中学校、【女子】雄武町立雄武中学校がそれぞれ優勝しました。

個人戦は、男子４階級、女子２階級に分かれ新人戦らしい熱戦が展開されました。 

連載「武道宝鑑」第５弾 柔道の本義と修行の目的   講道館師範 嘉納治五郎  
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